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複 二 型 あ b 。 單型 は 中央 に只
一

群 の 威 覺細胞 を有 す る もの で あ る 。 最 始發 生 す

る もの は 凡 て 此 型式 の もの で あつ て 皀liち幼個體 に 於 て は か Y る型式 の もの が 線

状 に 且 つ 密 に 配列 され て 居 6e 發 生 が逕 む に 從 つ て 冬感球 間 の 問 隔 は 次 第 に 檜

大 し同 時 に威 球の 多 くの もの は二 次 的 に 分裂 し て複 型 とな る
T 感 球 の 分裂 に 於

て は 先づ 威覺 細胞 が 其 の 間 に介在 する 支柱 細胞 の 増殖 に よつ て 若干 の 群 （多 く

の 場合 は 二 個 、 五 個 以上 の こ とは 發 見 され な い 〕 に分離 し次 に 一L 表 継 胞 及び 色

素 細胞 か 威 覺細胞群 間 に浸入 し來 bそれ らを完 杢 に 分離 す。 しか し分裂 を完 成

す る もの は 比 較 的少 く、 多 くの もの は 未 完 成の 2 丶 退 化期 に 入 る 。 殊 に重 要 な

る 點 は威 球 の 分裂軸 は戚 球列の 走向 と
一

致 せず常 に 之 と交 叉 す る ． 從 つ て戴 球

は 分裂 に よつ て 伍間 増 加 的に 附 加 きれ る の で な い 。

　（3）感球列 は 有尾 類 と異 な t）凡 て 單線 に し て複 線 は 局 部的 に 存 す るの み 。 八

條 の 系列 が み とめ られ る
。 頭 部 に 分布 す る もの 師 ち　hcad　 line は 五 條 に し て

supra −
，
　infra−orbita1

，
　supra −

，
　infra−niaxillar 及 び hyomELndibtiltirで あ る

． 胴 尾

部 に 分布 す る trunk 】ine は dorsal−
，
　middle 一

及 び velltl
・
・Ll　latera｝　］ilieの 三 條 で

あ る。 而 して 前者 の 各系列 は 第 七腦 神經 の 分 枝 を 受 け 、 後者の 禰經 は R ．late−

ralis 　Vagli帥 ち所 謂 側線挿經 k 屬 す。 （4）側 線 系 の 原 基 は 尾芽 期 に 出現 す るが

完 備 した 器 官 と し て感球が 體 表 に 現 は れ る の は 外鰓 の 淌失後 で あ る 。 其 後 側 線

系 は 急 速發 育 し て吸盤退化 後 に完成 し ま た感球數 竜最 大數1〈．h る。 （體 の 孚 側

面 に あ る 威 球 總 數 は 約 500）．後 肢 成 長 期 k 於 て は 各 系列 は 完 成 擬 態 を保 持 し從

つ て 藏 球 數 に も大 な る變 化 が み とめ られ な い 　但 し發 育の 進 む に つ れ 複 型 威 球

の 數は著 し く増 加 す る。 威 球 の 退化 は 後肢完 成 と共 に 開始 し更に 變 態期 に 入 b

極 め て 急速 に進行 して 昆部 の 長 さが 牛滅 され る 頃 k は 體表 の 何れ の 部分 に もそ

れ を發 見 す る能 は ず 。 要 す る に 側 線系 の 發生 及 び 退 化 は 大軆 尾部 の 蓮 命 と
一 致

す る 竜の で あ る。 （5） 各系列 の 發生 及 び 退 化 に は 一 定 の 順位 あ りて大 體發 生順

位 と退 化順位 とは 配に 反 對 で あ る
。 卸 ち早 く發 生 した もの は 遲 くま で 殘 う、 こ

れ に反 して遲 く發 生 した る もの は 比 較 的 早 く退 化滄 失す る。 （の 感球 列 に 於 け

る 威球 の 發生 及 び 退 化 の 方 向 も互 に 反 甥 で あ つ て。 發 生 の 方 向 は 遠 心 的 で あ つ

て 、 退 化 方 向 は 求心 的 で あ る。

XXXH ． ブ チ サ ン シ ヨ ウ ウ オ に 現 は れ

　　　　 ナニ る 一 双 頭 畸 形 に 就 い て

　　　　　　　　　　　小 　 山　 準　 二 　（輻 岡 ）b

　 さ きに私 は つ モ リ竝 ぴ に ヵ ス ミ

’
サ ン シ ヨ ウ 、 オ に於 て こ の 種 の 崎 形 を報 告 し

た が 、 更に プ チ サ ン シ ヨ ゥ ・ オ ［物 ’〜06 艢 俺 αω 緬 （Sc）HLEGEL ）］に 於 て 一 個の 双
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頭 畸 形 を 發 見 した の で 報 告 す る e 以 上 の 揚合 に 於 て 之 等 は 何 れ も自然 的 に 發 生

．した 竜の で あ つ て 、 成 因 に 至 つ て は 知 る を得 な い が 、 外的 條 件 に よ る に 非ず し

て 内的 條 件一 皀ljち原 tEIは 生 殖細 胞 自身 内 に存 す る に非ず や と推 澗 され る 。

　 私 は 昨年 （1928 ）四 月初 め
、 之 よ b さ き採 集 し來 らた る ブ チ サ ン シ ヨ ウ 丶 オ

の 一 卵嚢 中｝it、 一 個の 双 頭 畸 形 を發 見 して その 發 育の 觀 察 を續 け た が 、 爾頭 は

最初杢 く相稱 的 に生 じた け れ ど も、 發 育迸 む に 從 つ て 、 左 頭 は 正 常 に 發 育 を續

け た に 反 し 、 右頭 は そ の 發 育甚 だ不 完 全 で 、 た 頭 に卦 し て 次 第 に寄 生 的位 置 を

と る に 至 つ た 、 か くて 五 月初旬 に至 b孵化 した が 、 生 活 力著 し く爽へ た の で 殺

し た。 双 頭 に し て
一

體 、 前 肢 は 兩頭 の 外 損瑾に 夫 々
一 個 を有 し た

。

　 切 片 に よ つ て 内部構 造 を見 る に 、 左頭 は 殆 ど正 常 で あ る が 、 右 頭 は 甚 だ不 完

全 に し て 、 脊索 、 眼、 口 等 全鴃 し て 居 る。 そ し て 共 同の 消 化管に 通ず る醐 頭 及

び 鰓 孔 を有 す る が
、 骨骼 は 不 完全 で

、 殊 に 頭蓋 に 於 て は 耳殼 は 左 右が 合 着 し 、 他

の 部 分は 單 な る 一 ’卜片 の み 。 腦 も甚 だ不 完全 で
、 後腦都 以 下 の み で あ う、 後走

せ る脊髓 は や が て 淌 失 し て 居 る　心 臟 は 共 同 の 一・・個 で あ る が fi 動 脈幹 は 二 本存

在 し、

一 つ は 右頭 に 入 つ て居 る． 右 側 キ ユ ゲ イ ＝ 一氏 管iま右頭 よ う發 して靜脈 竇

に 入 つ て 居 る

XXXIII ． 爬 蟲 類 小 腦 の 解 剖 學 的 研 究

鈴 木 直 吉 （盛 岡 ）

　爬 蟲類 小 腦の 形 態 は 種 類 に よ う甚 し き差 異 あ b 。 皀防 蛇 類 小腦 は 駟 三な る 小

勃 状 を 呈 し腦幹 の 背部 に存 在 し龜類 鰐 類 に於 て は ほ V’同位 上 に 卵 歌 背 側 都 隆起

の 構造 を 示 す 。 然 る に蜥蜴類 の 小 腦 は 既 に KAPPERs
，　de　L ，vNTGE

，　LAR 嬲 LL ，

INGVAR 及 び 其他 の 學者 の 報告 せ る如 く小腦 皮質 は 腦 幹の 背 狽1雨 方 に重 折 の 歌

態 を示 し他 の 爬 蟲類 に 比 し て其形 態叉 は 紐織學 的構造 に 著 し き差異 を 示 せ b而

も其 成 因 に 就 て は 學者 の 説
一 致 せ ず 今 膚 未 解決 に 厨 す。 余 は 數種 の 爬 蟲類 小 腦

の 顯 微 鏡 鯵 檢索 を 行 ひ 此 種 の 知見 補遺 を試 み te　）1
。
此 處 1こは 主 1こ蟻蜴 願五例 即 ち

如 翻 〜α 勧 θγ副 伽 LAUR 、　Iyi）ana 　sp 　？
，
0んα 襯 81θo 妙吻 α漉 DAUDIK

♪ 隔 ’
α7η 塀 撫

’
を鵬

SHAW
，
1・’a γa7i ・us　sαlvator　1・AUR

，
に 就 て の 總 括 的 所見 を 遞 べ 他の 爬 蟲 類小 腦 との

比 較 觀 察 を逾 げ 簡 單 に 其 成 因 に言 及 せ ん とす 。

　（1＞ 上 記 の 蜥蜴 類 に於 て 竜其 小腦 鱧部 ぽ 夫 々 大 さ及 び 形 状 を 異 に す 。 背側 部

よ b の 殊見 に よれ ば Sul。us 　sag 猷 alismcd ．　dors諏 S は 龜 類 鰐類 1こは 存 在 す る 竜

韜鯣類 に は 認 め ず 且 つ SVEN 　I）
−
G／

’
AK の 所謂 前後の 裂溝 を缺 く、 然 し SulCUS

s包g櫨 alis 皿 ed ．　ventra ｝is は 極 め て 明瞭 に 4・腦顆 粒層突起部 を縱 貫 して前髓 帆の

後 部 に 逹 す
。
Veptriculus　cerebelli は 極 あ て後部 に あ らは れ 4・ 腦體部 を縱 貫 し
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